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本論文では、20 世紀転換期のアメリカのアイルランド系のエスニック・アイデンティティ

の形成と祖国の独立支援において、神話による文化ナショナリズムの果たした役割を検証

する。アイルランドでは神話が多様な独立運動を統一し、ナショナル・アイデンティティ

の形成を促進したことから、アメリカでも神話が同様の役割を果たしたことが予測される。

第一章では、最近のナショナリズムをめぐる論争をとりあげ、神話を重視するアンソニー・

D・スミスのナショナリズム論に焦点をあて、ナショナリズムの種類とスミスによる神話

の種類を確認する。第二章では、アイルランドの神話による文化ナショナリズムの役割を

確認し、三つの文化復興運動で、多様な神話がそれぞれの提唱者により様々な目的のため

に使われたことを示す。そして第三の復興で「犠牲による再生の神話」が独立運動の指導

者たちを団結させ、イースター蜂起駆り立て、その指導者たちの処刑により世論が変わり、

アイルランド独立戦争が勃発したことを示す。第三章では、19 世紀半ばまでのアメリカで

の神話による文化ナショナリズムの役割を検証し、亡命した青年アイルランドの運動家た

ちが、アメリカのアイランド移民に大いに誇りを与えたことを示す。第四章では、20 世紀

転換期のアメリカでの神話による文化ナショナリズムの役割を示す。その際、アメリカで

のアイルランド独立運動の指導者ジョン・デヴォイを中心とするフィニアン (クラン・ナ・

ゲール )と、パトリック・フォード編集のアイルランド系新聞『アイリッシュ・ワールド』

紙に焦点をあて、両者が様々な神話を使い、アイルランド系のエスニック・アイデンティ

ティの形成を促し、祖国の独立運動を支援し、移民の擁護を行ったことを示す。終章では、

アメリカのアイルランド系のエスニック・アイデンティティの形成における神話の役割と、

アイルランドのナショナル・アイデンティティの形成における神話の役割を比較し、それ

ぞれのナショナリズムの特徴について考察する。最後にナショナリズムに起因する問題の

鍵としての、神話の力の可能性を示唆する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 


